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卜
そ
の
同
地
U
日
は
ν
一
↑
一
二
、
m
R
N時
＼
れ
ぐ
い
る
か
h

つ
い
て
請
に
な

fu

一
九
五
片
山
Jη
均
百
戸
が
て
コ

μ
亡
、
八
一
市
川
し
な
さ

詐
害
行
お
円
、
消
弓
の
行
情
長
什
で
あ
ゐ
、
一
宮
務
昔
が
賞
」
ヰ
オ
パ

を
い
正
ず
る
」
む
お
へ
回
同
条
広
一
の
客
観
的
行
為
法
伝
ー
と
d

＼
J

〆
一
け
日
士
r
な
信
引
が
存
作
い
す
る
カ
、
説
町
し
な
さ
い
五
一
向

ト
債
ほ
背
千
「
宝
口
J
q
’L

行

為

二

、

認

め
J

札
ご
い
み
客
続

的
汗

JA態
様
い
つ
い
て
説
判
別
す
れ
ば
比
り
、
債
務
者
の
下
刷
出
に

コ
い
て
一
石
ザ
一

Q
L必
宮
は
な
い
七

問
ノ
J

N

U

F
の
川
川
の
う
ち
ハ
同
地
以

υ
、
与
え
な
ご
し
c

ドh
n

n

二
つ
の
釘
決
は
／
ち
に
戸
じ
八
条
小
説
wthAUけ
キ
認
め

ご
い
と
が
、
加
山
市
適
用
手
認
め
る
ば
味
い
い
は
相
違
が
I
H
u
t
す
る
c

p

、
の
ょ
っ
な
哨
遣
が
叫
め
ら
れ
る
か
作
摘
J

っ
て
そ
の
刊
日
の

正
当
化
リ
訟
咋
ド
つ
い
て
明
一
「
ー
な
ミ
い
〔

A
川
氏
「
叙
ず
が
、
相
川
コ
ル
ク
〕
定
羽
引
金
債
惟

ι判
保
の
設
定
f
A一

け
、
ー
た
は
、

r
心
債
桂
を
乏
倒
的
枚
、
ど
し
と
出
品
叫
fo
す

ω子
走

力
む
y

ヘ
ヂ
婦
に
に
日
付
を
す
サ
ム
叫
ん
け
に
ど
い
て
ほ
、
出
会
省
士

山
山
町
、
そ
の
者
ぃ
f
ん
一
宍
忙
を
J

、
」
れ
に
よ
つ
て
川
1

七
刊
η
主

か
唄
秘
…
戸
ず
己
｛
門
ベ
働
日
μ
山

F日
2
つ
た
〆
一
ミ
一
世
J

は
、
ー
も
山
一
一

f

い
は
、
社
記
’
b
｛
也
川
百
九
J

の
期
間
以
＃
一
山

払
一
以
と
同
侭
j
る
↑
：
一
治
亡
久
ゐ
カ
ら
、
コ
悼
行
辻
、
銀
行
が
信
之

v
q
と
d

一
た
め
た
芥
｛
以
卜
、
衣
兄
説
会
青
こ
い
1

一）

b
E（
%
引
預

金
行
ー
と
更
な
る
と
之
、
も
、
訟
七
L

υ

一L
人、
J

＼
J
〉

＼

3
羽
目
一
な
ぽ

U 」

日
を
用
い
J

I

以
上
、
丘
一
υい
パ
こ
一
ヘ
条
の
蚊
推
直
〕
川
、
あ
主
い
は
、

τ
u
hケ
1
1
克
明
ノ
泊
人
ム
わ
人
約
」
古
川
T
Z
Q口
出
J

立
茨
主
「
よ
ペ
て
、
友

F
m

会
者
対
す
る
岱
主
的
枠
と
恥
一
叫
ん
と
｛
疋
託
子
八
「
一
市
孫
」
の
相
山
投
与

キ
も
っ
と
真
、
古
川
羽
人
三
苦
に
川
川
抗
ご
る
お
の
J

一
糾
問
す
る
J

u
b
判
氏
一
〉
、
訴
の
叫
j
い
に
唯
記
J

た
と
こ
乃
い
出
l

れ
ば
、
本
位

斤
命
保
吸
い
f
人
ト
判
的
約
款
に
は
、
同
漁
U
F入
札
仇
者
ほ
佼
l

f

一
］
人
元
f
J
解

約
七
沿
い
ん
伝
的
ノ
古
川
純
川
内
の
金
却
の
合
川
村
け
や
交
叶
る
こ
P

一か

で
三
、
保
険
金
y
ん
は
断
約
白
川
主
の
ヌ
ハ
い
か
り
附
一
叩
じ
い
も
交
付
八
五
の
一
一
～

引
会
か
た
J

川
川
刀
れ
る
じ
H
の
に
よ
の
が
わ
り
、
本
門
貸
付
打
は
、
）

の
よ
）
士
い
わ
ゆ
る
い
史
的
J

討
交
付
制
出
ド
ド
圭
つ
い
工
科
d

わ
れ
ど
も

の
中
あ
φ

f

引
の
－
6
7
な
仕
付
け
は
、
前
川
北
上
山
義
J

抗

ω暗
h
と

二
よ
け
わ
札
ゐ
上
、
内

ι4日
常
内
相
か
明
J
I
N
r
込
町
一
一
？
の
範
湿
九
に
限
必

さ
れ
、
保
険
（
4
F
4
の
支
L4J心
却
に
八
引
金
が
J
づ
っ
削
最
古
一
れ
る
」

〆－

rJん
が
v

み
れ
ば
、
ム
J

h

け
経
済
門
苓
れ
い
に
お
い
？
＼
保
険
ご

λ

は
解
約
怪
己
主
の
古
υ
u
p
汁
悦
F
る
こ
と
が
で
も
↓
る
そ
）
す
る

こ
、
保
品
川
ヘ
民
社
治
、
有
の
ヲ
ノ
な
制
昨
ん
｝
基
づ
い
て
州
開
設
な
ん
わ
右

の
代
迎
人
〆
）
詠
す
ノ
ω
門
的
川
』
J

4

心
み
に
よ
と
日
付
合
丸
行
メ
同
町

会
い
お
い
て
、
ト
れ
の
h
fー
を
保
険
山
長
約
す
の
代
川
円
一
人
と
認
lf
一句ヴア一

つ
主
凶
作
ー
の
正
青
岩
井
け
を
ぺ
尽
く
し
た
い
－

A
江
、
怯
喰
へ
？
と
は
、
民

法
山
七
一
ヘ
条
の
類
抱
凶
川
町
に
」
り
、
以
除
μ人
約
ぃ
告
に
吋
？
、

h
q
t
E

付
斗
け
の
効
力
J
F
y
l
十
告
す
る
｝
号
、
古
で
弐
る
も
の
こ
僻
す
る
町
内
J

悟

コ
ゴ
あ
る

半
l
市

八

年

1"1 

月、

A
銭
円
勺
は
日
に
対
二
｛

リ
リ
リ
一
万
刊
の
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貸
付
ピ
え
れ
い
、
日
所
r
何
の
日
比
約
に
託
当
社
の
設
定
〉
イ
一
之
げ
た
〈

B
は
ず
式
ぺ
宇
一
戸
川
か
ら
ド
任
均
を
、

G
J判
一
月
一
つ
り
刊
ヘ
ト
d

ふ
れ
払
い
）
、
山
小
一
言
以
五
〆
リ
む
い
い
C
C
に
賃
貸
し
〈
U

J

人

1
市

山内比一
J
公一
U

京
帝
の
注
附
抗
争
右
U
3

な
い
へ
w
災
尚
一
校
貸
出
ぃ
ρ人
約
で
の
ノ
ω

よ
い
一
ぷ
定
元
」
～
目
さ
れ
て
い
る
一
〕
ド
成
二
ひ
年
九
月

12
、

H
の
貸
付
の
反
J
M
P
J

治

、

叫

vQ
の
決
済
一
け
は
辺
L
！？

v
f
な
い

〆
U

一、

A
t
J
円弘、

B
T
仁
に
け
刈
v

r

、
有
〕
一
、
い
る
将
来
の
同
一
洞
科
医

柱
を
羽
？
代
日
枠
の
行
柁
1

y

d

て
J
f
p
M
吋
之
、
仁
い
J
心
J

て
佳
代
内
刊
の

支
払
い
か
ぶ
め
た
（
は
、

r
M

－J
一
」
て
ゐ
万

U
に

、

成

ヘ
い
牛
二
月
口
を
も
り
て
よ
や
件
雪
完
併
布
一
向
正
解
除
寸
ゐ
旨

J
Z
祈
知
L
、

同

午

円

一

μに
ヰ
汗
市
建
物
か
り
思
六
し
た
r

L
ぺ

i
m
C円
分
勾
肯
科
か
ら
士
ス
払
い
を
件
fc
－
ご
た
り
、

4
4

円
一
ー
に
、
退
去
よ
一
一
、
の
宋
仁
川
↓
い
貰
科
債
務
一
一
芳
片
付
J

及
び
そ
の
宮
廷
損
害
金
」
川
市
託
、
T
E
U
U坑

f
f凡
社
ζ

を
主
将
誌
と
相

殺
す
る
じ
日
〉
百
一
ま
小
手
打
一
J
1
0

」ろ川崎’
E

円、

L
仁
川
吋
の
土
、

注
区
一
涼
一
っ
し
1
論
J

な
ぽ
い

wv
民
法
4

ヤ！九 コノIi正午矧三完敗出足

ιト
の
問
l
い
町
一
お
な
J

問
、
J

す
べ
て
に
将
、
え
な
さ
い
）

dM鮪
H
h
同一に州問
J
q
p

呉
市
原
町
岐
均
一
表
消
却
川
悦
続
ふ
工
ぷ
こ

は
何
か
を
日
札
口
［
た
l
で
、
日
洲
一
最
六
引
昭
司
；
二
e

力
も

い
以
集
団
主
六
口
乙
刊
一
一
自
）
は
、
一
1
A
÷
説

y
品
川
内
係
？
と
爪
円

一

j

よL
I
A
n
寸

y

ノムノミ
7

一一三
j
J
ρ

一
ノ
一
h

弘
川
手
に
一

J
p
z
f
n
〆
よ
フ
♂
可
う
ど
プ
F
L
ィ
ー
、
、
へ
一
応
［

f
f
v
、、l
h

、J
、

ノ
j
J

円
以
卜
人
判
山
一
和
一
ハ
・
九
月
判
決
一
州
出
川
日
刊
み
ん
に
つ
い
て
の

日
リ
）
い
該
桁
チ
：
伯
区
要
は
な
H

〔
－
一
パ
J

よ
y
な
判
示
を
七
っ
た

J
M
昔
、
と
の
出
門
に
必
要
な
限
躍
で
耕
一
説
；
L
Y
A

ば
比
り
る
J

V

川
ノ
川
吋
迎
伝
的
に
は
背
犯
の
j

川
一
一
ー
が
あ
る
か
、
い
す
れ
の
方
凶
L

－J
い
し
も
J

品
川
1
Y

〆
て
が
ιl
！一T
べ
主
一
む
ふ
λ
V
I
P

－
L
一誠一刑カ
J

本

で
は
有
力
と
あ
る
へ
そ
れ
引
が
九
円
む
よ
広
い
J

し
ご
MA五
す
乙
と
乙

も
に
、
「
必
技
術
m
利
川
町
を
泌
制
す
て
J

と
い

y

一
助
出
前
拠
ん
ど
、

平
れ
ぞ
ふ
れ
の
方
法
ご
j

い
い
簡
潔
J

」一千
J

去
さ
い
ー

ヨロ

わ
時
？
っ
一
心
パ
〉
い
問
題
か
汁
会
問
認
と
な
3

た
ハ
〉
一
ハ
〉
ヒ
年
川

円
円
、
い
ヒ
「
よ
完
e

公
明
党
の
f
J
〆一
J

ク
ト
イ
？
ム
辻
、
一
説
話
山

に
慎
一
泊
し
た
場
合
に
も
、
持
品
彼
に
川
が

L
た
場
令
に
は
、
打
N
A

保
定
ー
三
百
六
ベ
ム
去
の
証
明
一
で
、

T

坑
土
て
の
7
，p
ム一

J
J
I

の
同
行
首
を

認
め
る
－

f

一
い
う
川
作
い
十
一
一
？

r
ね
い
を
改
司
寸
る
J
i
Fふ
え
し
て

る

こ

ハ
J

持
率
ぅ
当
芹
；
一
J

V

て

1

親
了
間
日
聞
に
お
り
る
宝
凶
し

と
μ
物
学
的
真
実
一
ノ
ド
J

刊
誌
一
山
刊
に
枯
れ
な
が
ら
、
あ
な
た
の
普
fι

キ三一耐久
J
J
な
三
一
い
υ

wv
経
済
法

｛
山
町

u
r江崎
｝

荒
川
A
4
に
お
け
る
袖
惨
店
f

斗
耽
車
が
ラ
ス
の
供
給
に
い
ね
し
と
ポ

J
N

の
卸
説
明
者
か
、
始
人
川
の
増
f

八
円
」
り
「
一

U
内
卸
売

E
e七
九
州
川

市
借
が
悦
K
I

－－
ω
一
t
z－AL
ヘA
J
一
、
、
崎
一
人
口
巾
も
川

ιり
抜
ペ
取
引
：
八
L

対
－
一
、
は
川
右
仲
間
γ
を
ケ
々
一
一
一
げ
、
土
人
一
配
送
け
数
手
は
ら
し
ト
ぃ
」
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れ
に
よ
り
、
少
な
か
ら
サ
円
以
引
先
が
、
時
入
パ
｛
の
町
扱
い
を
や
め
た
〈

住
口
禁
リ
f
ふ
っ
詳
引
を
河
川
》
よ
F

V
民
事
回
収
法
E

版
本
来
一

i

以
い
の
肘
九
m
J
b

簡
潔
に
市
川
J

｝
ん
へ
き
し
一

ー
別
除
権

下
協
同
法
者
人
久
岳
災

3
J

私
的
盆
市
川

4

n

知
立
管
H
M
人

〕

L
h
乏
劣
品
川
小
明
生
債
権

日

以

h
ー
の
一
一
問
ν

に
山
川
て
え
な
ニ
－
勺

i

M
草川

f
終

ど
ρ

け
ん
ペ
セ
半
白
ロ
甲
山
枠
F

同
事
官
青
桂
川
取
扱
U

の

相
迷
い
っ
し
て
い
証
明
〆
な
さ
い
f

フ
一
政
4
1
了
続
円
お
し
て
、
ぷ
伯
仲
山
枇
併
は
と
の
よ
J

ノ
に
処
遇
三
れ
る

合
、
説
別
L
止
さ
い
け

3

的
批
評
「
時
間
前
決
疋
の
怜
、
彼
r
b↓
V
剥
ト
門
己
の
伎
作
時
ヲ
、
十
済
〆

た
Y
山片、

M
P伸
子
夜
、
こ
の
内
川
係
で
山
口
の
弁
済
の
布
効
性
勿
一
読

す
る
一
）
乞
ヲ
ヂ
さ
主
化
刀
υ

昨

山

r

の
｛
1H
～
叫
｝
を
一
一
肌
み
、
井
小
間
～
答
ノ
J
弘
主
い

士一日刊一

3
1は
、
い
収
享
の
製
作

J
K売
モ
主
＝
す
心
株
主
人
れ
じ

で
あ
た
f
J
U
阜
の
パ

l
ノ
刀
以
十
中
山
〆
〆
一
向
に
、

1
〆一
J

ご

山N
H
U
h）
一
昨
ヤ
ド
祢
戸
出
仕
グ
一
J

J

ド
心
オ
リ
ジ
ゾ
ル

H
K
ルキ心

波

打

奴

γγ
～y
h
つ
夕
、
ぃ

7υ

一J
山
崎
は
、
東
よ
ほ
い
あ
り
、
忠
商
川
県
止

に
凶
つ

mJ
販
正
古
川
ち
わ
一
げ
し
て
V

L

＼

A
升
は
収
新
パ
！
の
情
説
、

吋
ス
タ
マ
イ
ス
や
7

f

ミ

？

ウ

F

ト
拾
い
と
れ
評
判
で
照
明
嗣
に
山
一
弔
問
棋

を
仰
は

J
C
い
」
一
ー
が
、
以
ノ
守
、
科
目
う
お
包
f

7
ン
ピ
川
口
t

口
h
山中を

長
門
限
完
す
る
ヘ
J

ヲ
三
つ
治
医
西
廷
に
進
行
［
一
L

さ
れ
た
め
、
経

可
状
怒
か
法
化
1
J

こ
い
に
J

白
材
出
き
助
と

L
て
利
附
1
J

て
い
よ
ー

的
中
を
正
却
て
逼
L
P山口八
f
z制
J

I

J

た
も
の
の
、
羽
待
J

て
v

た

一
丈
、
リ
八
刊
買
の
l

牛
フ
倣
川
ベ
ー
ら
振
る
わ
ず
、
宍
い
ハ
ヘ
年
一
二
叶
バ

二

u
斗
に
、
川
つ
が
支
払
で
あ
J

た
約
軍
手

m
mム
早
川
河
資
金
を
川
町

を
す
る
こ
と
が
て
d
f
J

夕
、
凶
い
の
人
r
h
h
J
V
L
山
た
一
」
ム
か
ら
、

ド
人
民
泊
じ
バ
ヨ
判
討
に
伎
町
ニ
続
荒
川
上
お
白
J
F
L
hケ
一
二
司
4
ん
ロ
ハ
ム

」f
h

眠
法
手
続
附
始
的
決
定
か
三
れ
、
政
j

心
官
財
人
X
が
選
江
N

れ

にト
問
i

D
りは、

A
辻
か
コ
｜
取
中
今
一
代
令
一
、
ノ
へ
い
f
ノ
万
円
で
は
明

人
大
バ
人
約
【
ん
に
ん
＋
凱
を
支
払
コ
L
T

一
元
、
九
汁
け
が
依
存

JT説
間
航

の
状
｛
止
や
一
三
け
れ
一
〈
日
は
、
ア
地
甲
の
引
法
し
手
話
語
ー
と
い
る

X
は
と
の
よ
う
に
汁
I

同
マ
べ
き
か
P

次
パ
ニ
一
ン
刀
場
合
に
庁
け
て

山
耳
打
ヌ
九
か
と
い

－
山
右
培
｛
デ
移
転
ー
、
な
記
も
泊
三
、
ぃ
乙
夕
、
引
法
が
ー
一
ポ
ノ
j

間
「
ヤ
吻
ム

川
町
有
法
戸
、
移
転
し
、
引
出
ー
ら
済
ん
ご
い
る
治
、
宇
一
五
が
十
六
P
J

丹
市
引
い
叩
ム

小
田
2

ミ
引
か
い
、
一
一
w
H
H
J
h
）

E
代
、
ふ
一
三
万
一
円
で
晴

人
L
、
い
ほ
山
間
で
の
契
約
U
吋ド士山淵へ

7f
二
、
コ
力
斗
さ
又
h

払
い
、

在
へ
な
は
納
品
伎
町
岨
内
山
内
ド
え
社
内
主
／
勺
一
匹
円
以
h
へ
～
メ
で

「
し
小
、
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j

一
、
払
、
約
定
ご
あ
J

J

I

」
こ
ろ
、

A
ん
什
が
政
昨
「
慌
U
h
r炉
の
快
足

を
2
け
た

c
zだ、
C
に
苅

m
m
納
品
ば
さ
れ
て
い
長
い

X
止

しf
の
日
士
J

じ
ん
応
イ
リ
ミ
夫
、
か

ま
た
〈
ハ
J

ら
、
殻
烹
L
f
J会
判
つ
つ
ヴ
一
ブ
／
ト
胡
ロ
目
立
こ
官
、
つ

な
U

の
で
川
伊
除
3
る
と
の
中
山

d
I
ヘ
れ
が
み
つ
た
に
舟
山
、

V
A
は
ど
の

一
で
つ
に
対
－
t
d
べ
き
か

wv
労

働

法

本

f
判
部
J

問
l

A

社
H
1時一一

q
月
に
、
同
日
川
町

NJの
託

mJr定
E
にい河

工
、
初
打
i

仇
山
徐
J
Pゲ
岳
力
1
J
7
が
、
そ
の
認
h

昨

ι岐
ま
一
ご
の
制
作
い
治

相
か
つ
い
く
ふ
ん
か
り
主
一
下
け
ら
れ
た
も
の
ご
み
っ
た
c

ー
辻
H

A

け
る
j

ん
働
者
い
の
二
午
い
戸
以
々
刊
の
官
主
い
ら
ト
川
、
初
世
机
判
長
を
、
？
ス
ド
一

決

4
5
れ
／
ご
、
と
か
ら
、
入
社
ア
方
刷
出
討
の
日
J
じゃ
t
L
r
相
殺
す
る
日

労
偽
札
外
ノ
J

は
F

の
初
仔
給
与
き
げ
に
r

一
六
一
、
説
明
－
見
直
〆
ち
lL

求

パ
J
7
2

＼
ノ
、
、
t
i
l
l

一
可
太
一
え
L
少
子
一
い
け
一
久
し
三
3

。
；
〆
（

f
i
l
l
J
A
f
u
J
i
l
；
JA
ノ

入
社
辻
、
収
用
子
」
了
一
υu
が
川
社
民
μ

で
は

B
U心叩
鼎
1
r
M
W
川
山
内
部
合
口
一
＼

以
な
い
了
」
と
ム
ル
h
、
B
J川VJ
尚川叫ん口
y

の
同
作
六
人
出
に
ι

一
J

O

必
定
は

な
い
i

／ぷ
J

之
て
い
る
え
辻
の
立
鮮
は
安
当
か
J

検
討

LrFM
い
υ

問
フ

L
は
同
午
前
、
吾
r
さ
引
円
、
了
状
を
経
常
－
ヲ
る

M
リ
ヘ
ー
に
払
股
d

、

一
へ
仕
守
か
J

殺
人
司
市

μの
は
岐
に
拭
い
一
、
い
る
〔
し
は
い
ヂ
品
川
白

骨
訂
で
ム
り
、
古
川
判
ァ
は
人
半
こ
人
r由
、
土
μ
W
L

に
事
｝
ご
い
手
C

ー

は
ぞ
れ
正
で
学
ι日
生

Jωυ
抗
力

rttv
削
U

た
経
験
立
な
九
、
寺
門
的

な
児
以
久
教
一
口
士
一
安
げ
手
：
と
も
な
か
J

たリ

H
A
I
U
人
は
、
古
来
町
イ
門
、
了
攻
へ
の
人

1
Uが
仇
午
減
少
し
て
v

る

こ
く
か
ら
、
殺
行
方
針
キ
i
八
阿
ト
変
更
し
、
カ
什
I
4
t

一
つ
ム
の
同
何
回

〕
に
取
り
料
む
こ
し
y

に

J
f一
三
そ
円
九
J

一め

μ
は
、
人
事
企
到
な
LY

の
自
力
言
有
す
る
た
け
で
な
く
、
吉
山
川
立
以
前
九
ふ
い
し
音
楽
家
レ
ベ
ル

の
教
育
詑
力
4
右
J
9
4
円
が
、
紋
務
部
長
と

L
て
直
ぼ
で
あ
之
主
ぢ

、
え
亡
、
沿
う
t

L
L」
M
法
人
内
げ
ん
働
宍
仏
一
に
お
い
て
、
リ
ー
一
仏
人
は
L
を
同
町
府
す
ん
♂

戸
一
七
が
で
返
る
パ
ヴ
っ
か
f

M
？
仏
人
い
J
る
併
取
の
J
I

コJ
む
に
つ
L
f
L
、

信八札刈イ
J

一、歩三一

3
1
f
p
j
、

な
お
、

M
十
戸
人
説
業
規
川
i

h

、
解
宋
い
川
九
J
q

ゐ
以
下
内
規
’
に
、
か

み
る
よ佐

市

ν
ム
は
、
引
い
取
づ
る
こ
か
で
J

さ
る

It 
た

任
案
民
ふ
J

次
の
ん
今
日
品
、

rれ
h

ト
A
ψ
J
4
4
r
匂
場

従
宗
口
カ
l
川
午
ね
ル
品
川
は
ヘ
又
は
前
川
晶
体
へ
と
な
J

と
場

勤
務
会
お
が
許
I

J

＼
J

＼
な
い
崎
ム

心
待
の
故
川
干
の
た
吟
成
務
の
送
れ
は
W

わ
し
く
又
弘
治
あ

り
、
え
は
一
－
れ
い
に
求
、
y

ご
な
し
助
合

同

町

U

す
に
規
定
！
一
T

Q
場
へ
一
の
ほ
虫
、
ノ
一
九
の
服
務
に
立
長

な
迂
色
f

菩
く
欠
ノ
、
ー
と
え
一
「

力

事

主
J

山
動
戸
端
よ
ヂ
ー
し
よ

c－
判
江
を
パ
ー
に
ナ
ム
助
ヘ
ロ

人
、
火
半
生
ど
の
紘
一
γ
む
を
世
な
、
事
同
ト
よ
り
ド

U
f、

の
宇
烹
継
続
が
不
可
M
J
1
7ぺ
F

J

一
時
什

V
国
際
私
法
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川
作
一
山
刊
決
の
点
誠
一
山
執
行
で
必
安

5
－
れ
る
要
件
を
す
べ
て
…
一
向
、

そ
れ
ぞ
礼
に
す
J
v
f
湾
中
に
尚
じ
な
号
、
v
）

ー
は
フ
A
1

ゾ

J

国
給
の
f

ペ
併
で
あ
り
、

v二日
U
本
］
円
諮
心
け
が

と
あ
る

X
〆一
v

i

ほ
j
i

成
川
午
「

J
1こ
／
一
出
河
三
河
川
幻
方
式

に
d

り
格
制
J

、
そ
の
一
－
ヂ
ャ
に

A
一ブ
f
リ
ヒ
J

同
籍
－

h
J

出

し
た
「
日
以
烹
、

X
乙

Y
は
、
一

J

ノ
ピ
ン
一
出
入
で
一
斗
川
L
＋

h
げ一、

い
る
ー
な
い
わ
れ
、
？
り
川
町
仰
の
祉
草
川
門
ド
成
一
ー
ハ
主
に
主
京
請
に
い
長
出

ご
れ
て
ど
ゐ
）
と
こ
ろ
が
、

Y
は
、
ヰ
成
一
万
九
十
I

パ
月
ム
？
ド
引
の

7

J

ノ
ピ
〆
v

へ
女
注
こ
も
司
五
一

η
方
式
に
よ
、
給
制
L
、
～
の
日
開
航

円
切
凶
芦
を
同
年
に
月
「
J

に
点
t

川
押
印
に
佐
山
山
し
一
、
し
た
、
卜
y

一か～っ、

侶
手
ん
二
言
婚
の
状
態
〆
一
な
ハ
に
f
z
－
三
、
、

X
辻
、
半
成
）
打

月
一
円
、
相
子
ん
仁
寸
？
律
婚
等
少
一
ド
め
ご
部
作
い
を
山
小
し
1
4

て
で
一
ル
一
人
へ
き
r京
権
料
1
Y

一9
る
衿
わ
審
ー
の
山
下
t
J
L
P
汀ハ

と
な
己
、
凶
d

人
ζ

相
？
で
M

は
同
J

寸
汁
一

U
H協
広
市
町
し

り

ん

k
f
沼川一ー
υ

、、

E

j
｝
l

一
I
i

一

X
、ノ一

Y
ノ
の
協
説
明
需
は
特
効
と
l
u

ヤ
り
わ
い

へν
？

1
司な
心
、

ヌ
ィ
リ
ピ
ン
円
一
注
い
て
は
そ
マ
一
で
ご
一
政
略
か
認
め
ム
れ

：〉

一、い
i

な
い
J

り
の
こ
せ
仇

不
問
い
よ
い
ご
、
孔
催
者
申
立
の
ル
ペ
際
民
は
い
デ
れ
の
凶
こ
な

ア勺
i
h
J
M
C

wv
法
理
学

次
の
二
問
の
な
よ
少
か
ら

問
を
同
地
以

υ
、
相
川
弘
司
し
ん
ま
J

し ？
一

i

刊
日

付
ら
か
の
…
4
1
一
に
よ
い
l

、
人
一
は
み
の
暮
ら
し
季
世
む
こ
ー
の
ご

主
な
い
人
々
に
汁
〆
、
政
討
が
囚
古
今
使
つ
仁
村
政
助
の
T
t
L
J

沖
、
心
、
と
は
止
v」
化
k

ご
い
る
か
c

て
れ
と
J
h

、
い
お
ゆ
る

1iu

己
孟
江
一
こ
い
つ
プ
理
出
万
三
J

、
；

LJj一
援
助
は
烈
向
、
一
ツ
＼

3

む
な
し
い
の
か

4γ
枝、
γ
小一寸
L

を
め
ぐ
る
一
江
供
ー
の
議
一
日
4
安
出
、
J

つ

つ
一
、
誌
需
の
見
解
f

述
べ
な
V
A

い〔

ァ
山
小
川
川
内
引
の
最
終
的
企
決
め
手
は
、
料
河
川
ノ
二
一
ろ
政
治
で

あ
お
J

一
一
断
烈
mhp
一
削
を
め
ど
る
古
一
お
れ

I
ヴ
町
一
号
計
一
円
苔
私
い
い
品
づ
一

主
、
工
、
〕

J
4
J

菅
足
に
コ
い
一
二
点
引
－
な
之
L
U

山
法
制
定
と

1
）
測
ー
一
；
？
っ
足
れ
ば
、
現
在
の
「
悩
祉
国
志
」
叫

、
わ
な
る
川
町
村
一
ま
わ
方
、
三
、
い
る
わ
一
弘
何
回
京
一
円
法
が
り
斗

初
め
ざ
J

～
い
た
も
m
u
b
y

一
山
パ
ら
！
か
に
ャ
－
つ
つ
、
ぞ
の
改
革
案
（
な

い
〕
口
、
こ
れ
に
代
わ
る
対
案
）
を
案
出
な

Z
Y

w
v
E
本

政

治

思

想

史

た

出

忠

1

以
上
作
文
弔
は
、
守
ち
な
開
円
相
日
r
不
が
い
苦
い
た
ル
一
辛
口
一
型
凡
な
LY
灯

今
日
町
で
L
め
る

r叶
U
P
代
日
間
に
H
M
f
r
c
J
ご
と
木
戸
μ
山門ケわを災
J
X
な
さ
い

U

よ

議

し

で

wJ9
化
い
、
一
一
州
は
よ
山
川
内
山
川
ウ
る
一
川
、
一
正
丸
の
川
町

E
5
川
1

1

、
十
ヘ
ー
ィ
之
町
刷
、
刊
々
V
V柿
告
別
、
終
I
Uお
ら
て

い円
J
Tノ
犬
地
内
山
日
に
亡
、
一
ソ
ヨ
ィ
の
社
紀
な
わ
い
ノ
一
〔

m
f

抗
日
不
勺
国
土
は
市
小
川
町
ヰ
の
古
木
刀
一

lhE
り
／
一
段
よ
も
、
そ
m

凶
口
氏
の
精
神
二
伐
に
足
利
古
の
町
一
市
立
脱
し
て
w川
吋
げ
の
文
明
に
移

；
J

り
日
時
輔
一
二
件
凶
日
仏
川
市
相
助
、
る
の
陥
な
れ
t

も
、
八
ー
の
支
部
明
鮮
は
我
本
田
の
た
め
に
是
の
援
助
為
ら
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ぎ
る
の
み
な
ら
ず
、
凶
H
十
人
町
人
円
以
を
九
二
K

す
れ
ば
、
山
J

］の

治
利
判
長
ヲ
フ
リ
が
み

γ
、
瓜
に
羽
は
之
を
河
佼
＼
支
T
K
5
－r

寸

ω
日
怖
を
い
U

J

I

九
日
本
一
〈
凹
f
る
山
一
九
ロ
叩
な
友
一
ト
刊
訂
ず
一
μ

帆
川
♂
民
れ
は
心

L
M
7～u
一
山
川
」
エ
正
方
っ
仰

jRキ
ム
叫
始
、
斗
も
の
な

7
 

仏
三
で
工
の
h

時
い
悼
活
殺
が
相
川
川
結
人
口
ZL
な
し
て
い
心
丹
桝
仇
を
進
F
戸

＼
之
江
辻
流
巾
に
お
y

、
小
五
一
な
今
日
抗
古
河
岐
J
q
る
ご
と
川

被
寸
日
リ
U
V出
村
一
ら
お
ソ
の
な
～
J

ば
、
川
町
問
的
F
Y
4
7
4宇
た
ゐ
I

本
が
々

の
組
織
伏
J
粘
ム
リ
ム
一
台
d
l
n
u
Jゆ
を
主
r
ヘ
J

、
更
に
戦

1
4貯
に
一
司

c

囚
際
的
百
｛

t続
的
不
土
ヰ
U
4
民
昔
、
」
レ
一
三
～
一
保
、
条
れ
に
H
L
ぷ
い
一
九

マ
勺

r

＋
間
刊
が
同
川
に
仏
火
、
、
よ
代
－
U一
思
仙
は
「
地
点
レ
一
～
ら
か
、
立

に
Y
J
M拝
き
わ
た
こ
と
一
1
3な
L
1
y
T
f
心
事
実
は
カ
に
し
ポ
く
何
へ

の
現
に
ち
明
治
に
去
J

に
山
崎
、
信
教
川
内
J

至
巾
学
主
担
山
内
民

間
山
内
在
に
於
て
山
内
問
の
世
に
一
見
出
ハ
つ
あ
ゐ
一
山
代
性
の
哀
調
え

ほ
η
一vコ
て
る
こ
と
よ
均
十
八
切
な
の
で
あ
る

P

川
リ
日
卜
ゃ
ー
有
主
円
一
あ
化
い
は
h
一
h
u
入
一
に
つ
し
＼
川
f

h

J

H
程
度
三
、

ご
く
問
中
に
内
祥
若
山
引
い
や
、
そ
め
U
R
一
川
史
的
立
誌
を
説
明
な
フ
コ

し
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大
卒
、
l
義
の
幻
相
日

何
九
日
秘
辺
勃
一
u
h－
－
恥
換

三
酔
人
税
給
山
り
M
M

川
』

一
た
び
l
山
刊
に
つ
い
一
二
」

7吋
安
之

l
k
」
刊
行
か
ら
け
主
市
議
品
、
つ
ま
で
の
法
書
－

m峰

の
主
張
作
変
化
チ
枇
刷
出
J

、
そ
ろ
蛮
化
の
A

品目
q
A刷
工
な
久
い
し

ー
た
向
日
記
の
ザ
ザ
指
向
、
ど
一
訟
と
の
同
八
同
ご
つ
い
て
も
論
及
し
な
さ

3 

よ
ー
山
訂
作
辺
の
以
，
一

H
E
r
pム
！
人
ヰ
に
ヱ
＋
北
uyr
ホ
ー
一
利
介
L
Iさ
い
（

士
た
か
れ
の
白
4

一
ム
摘
に
つ
い
v
k
汗
口
、
ロ
円
勾
悶
力
ー
一
以
論
己
ゅ
ん
絞
L
亡、

そ
一
心
特
m
R
4
L
A
内
紛

ν
八九さ
h

wv
行

政

学

一

rh
一村

以

rm二
也
い
し
た
ズ
な
ミ
い
d

－
パ
J

オ
の
此
九
f
a
r－と
H
僚
レ
の
悶
係
ド
問
J
q
5
1ん
ペ
マ
叫
が
一
を
ー
や

人
－
代
民
一
人
口
町
哨
ヘ
3
2
5
4
5一
五
5

：7
2
2〆
の
聞
に
か
ら
怜
u

m川
－
た
上
一
三
何
汗
引
〆
影
響
刀
均
慌
に
つ
い
て
論
に
な
さ
L
O

）
斗
パ
J

木
の
L

叶
山
へ
政
府
と
い
ド
コ
刀
政
府
、
山
間
同
州
に
悶

F
7全
丁
誌
な
一
江
町
一
七

号一y
ル
を
桁

γ
1
1
川
小
此
問
に
j
v
T
マ
タ
抽
仁
川
以
府
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